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本
年
度
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
人
権
・

同
和
教
育
課
が
「
人
権
教
育
課
」
に
課
名

が
変
更
に
な
り
、
ま
た
主
任
名
も
、
同
和

教
育
主
任
か
ら
『
人
権
教
育
主
任
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
本
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
同
和
教
育
係
が
、
新
し
く
『
人
権

同
和
教
育
係
」
に
係
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

先
日
、「
倉
吉
市
学
校
同
和
教
育
懇
談
会
」

で
本
市
学
校
同
和
教
育
に
つ
い
て
研
究
協

議
を
行
い
、
学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
同

和
教
育
の
基
本
方
針
等
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
改
称
理
由
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

「
同
和
教
育
の
総
和
は
進
路
保
障
に
あ

る
」
と
し
て
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
達
へ

の
進
路
・
学
力
保
障
や
、「
今
日
も
机
に
あ

の
子
が
い
な
い
」
と
い
う
不
就
学
の
課
題

等
を
乗
り
越
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
先

達
の
教
育
の
真
髄
を
踏
ま
え
た
素
晴
ら
し

い
「
同
和
教
育
」
の
取
り
組
み
が
、
学
校

や
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
被
差
別
部

落
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
て
い

く
こ
と
に
、
同
和
教
育
は
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
平
成
元
年

（
一
九
八
九
年
）
の
「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」

を
契
機
に
、「
倉
吉
市
部
落
差
別
撤
廃
と
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
条
例
」
の
施
行

な
ど
、
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
の
中
で
、
障
害
の
あ
る
人
や
女
性
・
在

住
外
国
人
に
対
す
る
問
題
等
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
関
し
て
広
が
り
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
世
界
的
に
も
新
し
い
「
人
権
教

育
」
の
流
れ
が
で
き
、「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
十
年
」
等
の
取
り
組
み
が
広
が
る

中
で
、
国
内
に
も
「
人
権
教
育
」
と
い
う

概
念
が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
す
と

い
う
点
で
は
、
内
的
に
始
ま
っ
た
「
同
和

教
育
」
は
外
的
に
導
入
さ
れ
て
き
た
「
人

権
教
育
」
と
一
致
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
の
改
称
に
よ
っ
て
、
同
和
教
育

が
日
本
固
有
の
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
の

解
決
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
と
い
う
経
緯

を
、
決
し
て
軽
視
し
た
り
、
同
和
問
題
を

避
け
た
り
、
ま
た
、「
思
い
や
り
」
や
「
心

が
け
」
等
に
矮
小
化
す
る
た
め
に
「
人
権

教
育
」
と
い
う
言
葉
を
利
用
し
た
り
す
る

こ
と
が
な
い
た
め
に
も
、「
同
和
教
育
」
と

「
人
権
教
育
」の
併
記
が
望
ま
し
い
と
考
え
、

今
後
、
本
市
の
学
校
同
和
教
育
に
つ
い
て

は
「
人
権
同
和
教
育
」
と
い
う
名
称
を
使

用
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会

藤
井
）

日
本
固
有
の
同
和
問
題
等
の
解
決
を
目
指
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た

「
同
和
教
育
」
が
、
本
市
学
校
同
和
教
育
の
領
域
で
は
、
国
際
的
な

人
権
教
育
か
ら
学
び
、
よ
り
確
か
に
、
豊
か
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、

こ
の
度
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

605部落解放

シリーズ

『
同
和
教
育
』
か
ら
『
人
権
同
和
教
育
』
へ

人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

六
月
二
十
日
は
父
の
日
で
す
ね
。
お
父
さ

ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
用
意
で
き
ま
し
た

か
。
韓
国
で
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に

母
の
日
と
父
の
日
が
別
々
に
あ
る
の
で
は
な

く
、「
父
母
の
日
」
が
毎
年
五
月
八
日
に
あ

り
ま
す
。
自
分
を
生
ん
で
育
て
て
く
れ
た
両

親
を
敬
う
の
は
当
た
り
前
な
の
に
、
わ
ざ
わ

ざ
日
付
ま
で
決
め
て
親
孝
行
を
す
る
な
ん
て

面
白
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
韓
国
は
生

活
の
中
に
儒
教
文
化
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

る
国
で
す
。
バ
ス
や
電
車
の
中
で
老
人
に
席

を
譲
っ
た
り
、
食
事
を
す
る
時
に
は
目
上
の

人
が
箸
を
持
つ
ま
で
食
事
が
始
ま
ら
な
か
っ

た
り
す
る
の
が
当
然
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
儒

教
文
化
の
中
で
も
日
本
の
方
が
一
番
驚
く
の

が
、「
先
生
の
日
」
で
す
。
五
月
十
五
日
と

い
う
日
付
が
決
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、「
先
生
の
日
の
歌
」
ま
で
あ
っ
て
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
な
ん
て
驚
か
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
で
す
ね
。
五
月
十
五
日
が
先
生

の
日
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
日
が
朝
鮮

時
代
第
四
代
目
の
世
宗

セ
ジ
ョ
ン
大
王
の
誕
生
日
で
、

世
宗
大
王
は
民
の
た
め
に
韓
国
語
文
字
の
ハ

ン
グ
ル
を
創
っ
た
人
で
、
一
番
理
想
的
な
先

生
の
姿
で
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
韓
国
の

お
金
の
一
万
ウ
ォ
ン
札
の
肖
像
は
ま
さ
に
こ

の
方
な
の
で
す
。

時
代
が
変
わ
り
、
韓
国
で
も
儒
教
の
意
識

が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
社

会
で
の
女
性
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
た

の
は
望
ま
し
い
現
状
で
す
が
、
両
親
に
仕
え
、

目
上
の
人
を
敬
う
と
い
う
基
本
的
な
倫
理
は

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

国
際
交
流
員
　
韓ハ
ン

召ソ

真ジ
ン

六
月
二
十
日
は
何
の
日
？

家庭や事業所でのエネルギーの大量消費

は、地球温暖化を進める大きな原因となっ

ています。

鳥取県では、地球温暖化について考え、

防止のための行動を始めるきっかけづくり

として、一斉に電気を消すとともに、いつ

もと違った灯りの下で夜を楽しんでみよう

という全国一斉のライトダウンキャンペー

ンと連携して、ライトダウンイベントの開

催を計画しています。

ぜひ、みなさんも地域や家庭、職場で電

気を消して、「ライトダウンイベント」に

参加しましょう。

行動日時：6月19日（土）～21日（月）

午後8時～午後10時

※問い合わせ先：環境課（022-8168）

ライトダウンイベントに
参加しましょう!!



2004.６.15 (8)

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

は
、
犯
罪
や
非
行
の
未
然
の
防
止
、

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を

し
た
少
年
の
更
生
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

第
五
十
四
回
を
迎
え
る
今
年
の

重
点
目
標
は
、「
地
域
活
動
の
推

進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更

正
の
援
助
」
で
あ
り
、
地
域
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大

な
事
件
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
等
が
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
は
急
速
な
社
会
変
化
の

中
で
、
地
域
社
会
の
機
能
が
弱
体

化
し
、
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や

親
子
の
対
話
が
減
る
な
ど
、
地
域

社
会
や
家
庭
が
有
し
て
い
た
犯
罪

抑
止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。市

内
で
も
少
年
に
よ
る
重
大
事

件
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
件
の
多

く
は
動
機
が
理
解
で
き
ず
、
具
体

的
な
対
処
法
が
見
当
た
ら
な
い
こ

と
に
多
く
の
方
が
不
安
と
あ
せ
り

を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。私

た
ち
は
、
少
年
の
非
行
を
一

人
一
人
の
身
近
な
問
題
と
し
て
と

ら
え
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
な

が
ら
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

活
動
し
ま
す
。

月
間
の
主
な
行
事

▼
七
月
一
日
（
木
）

・
倉
吉
駅
前
早
朝
ビ
ラ
配
布
　

午
前
七
時
か
ら
一
時
間
程
度

・
広
報
車
に
よ
る
市
内
広
報

▼
七
月
十
八
日
（
日
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、

う
ち
わ
等
の
配
布

倉
吉
未
来
中
心
ア
ト
リ
ウ
ム

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
（
品
物

が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

福
祉
課
福
祉

係
（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
学
校
一
斉
公
開
を
行

い
ま
す
。

今
回
の
一
斉
公
開
で
は
道
徳
の

授
業
を
す
べ
て
の
学
校
で
公
開
し

ま
す
。

ま
た
、
合
併
を
前
に
し
て
、
今

回
は
関
金
町
の
小
中
学
校
も
同
時

に
公
開
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
第
二
回
の
公
開
は
秋
に

各
中
学
校
区
毎
に
実
施
し
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
学

校
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
よ

り
良
い
学
校
づ
く
り
に
努
め
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来
校

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

と
き：
六
月
二
十
三
日
（
水
）
〜

二
十
五
日
（
金
）
午
前
八
時
二
十

分
〜
十
二
時
三
十
分

◎
公
開
に
あ
た
っ
て

・
必
ず
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
0
２
２
―
８
１
６
６
）

児
童
手
当
と
児
童
手
当
の
特
例

給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
六
月

中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
が
な
い
場
合
、
六
月
以

降
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
人
は
六
月

三
十
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
児
童
手
当
の
認
定
請
求
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
六
月
分
の
手
当
か

ら
新
し
い
年
度
の
所
得
が
適
用
に

な
り
ま
す
。
昨
年
、
所
得
超
過
に

よ
り
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
で
新

た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら

支
給
し
ま
す
。

●
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

児
童
手
当
と
特
例
給
付
を
、
六

月
十
日
に
指
定
口
座
に
振
込
み
し

て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

福
祉
課
児
童

係
（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

市　役　所　022－8111
水　道　局　026－1031
スポーツセンター 022－5674
倉吉博物館　022－4409
勤労青少年ホーム 023－4896
倉吉交流プラザ 047－1184

七
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
　
「
ふ
れ
あ
い
と
　

対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
」

第
一
回

倉
吉
市
学
校
一
斉
公
開

児
童
手
当
の
現
況
届
は

お
す
み
で
す
か

オオサンショウウオ保護にご協力を
オオサンショウウオは、別名ハンザキとも呼ばれ、イモリや蛙と

同じ両生類です。約3千万年前からほとんど変わらぬ姿は、「生きて

いる化石」です。絶滅が心配されることから、特に貴重な動物とし

て、国の特別天然記念物に指定され大切に保護されています。西日

本の河川中流・上流域に生息し、水生昆虫・サワガニ・小魚などを

えさとしてくらします。

梅雨の時期には河川の増水によって

オオサンショウウオが下流に流されて

しまい、思わぬところで発見されるこ

とがあります。もし見つけた場合は、

保護した上でご連絡ください。職員が

現地を確認して体長・体重などを計測

し、生息地に放流します。

※問い合わせ先

文化財課（022-4419）

職業生活設計セミナー「公的年金・医療保険について」
とき：7月8日（木）午後1時30分～4時　ところ：倉吉シティホテル　講師：社会保険労務士
矢野 実 さん　対象者：おおむね45歳以上の中高年齢者、事業所の人事・労務担当者　
定員：20名（要申込） 参加費：無料　申込・問い合わせ先：(社)鳥取県雇用促進協会鳥取高
齢期雇用就業支援センター（00857-36-0039）
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現
在
使
わ
れ
て
い
る
特
別
医
療

費
受
給
資
格
証
は
有
効
期
限
が
六

月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
新
し
い
資
格
証

に
切
り
換
え
ま
す
の
で
、
こ
の
医

療
を
受
け
て
い
る
人
は
、
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
の
悪
い
場
合
は
代
理
の
人

が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

《
重
度
心
身
障
害
者
特
別
医
療
》

と
き：

六
月
十
四
日
（
月
）
〜
十

八
日
（
金
）

と
こ
ろ：

市
民
課
三
番
窓
口

持
っ
て
く
る
物：

保
険
証
、
印
鑑
、

身
障
手
帳
、
療
育
手
帳
（
重
度
の

人
）、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
（
腎

臓
機
能
障
害
の
人
）、
特
別
医
療

費
受
給
資
格
証

《
母
子
及
び
父
子
家
庭
特
別
医
療
》

と
き：

六
月
二
十
一
日
（
月
）
〜

二
十
五
日
（
金
）

と
こ
ろ：

市
民
課
三
番
窓
口

持
っ
て
く
る
物：

保
険
証
、
印
鑑
、

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

◎
一
月
一
日
以
降
に
倉
吉
市
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所

得
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
そ
の
場
合
、
所
得
税
が
非
課
税

の
人
の
み
該
当
に
な
り
ま
す
。）

な
お
、
十
八
歳
以
下
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
新
規
に
申
請
さ
れ
る
場
合
も
、

前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人
が

該
当
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

市
民
課
国
保

係
（
0
２
２
―
８
１
２
４
）

募
集
期
間：

六
月
十
五
日
（
火
）

〜
二
十
五
日
（
金
）

募
集
住
宅：

▼
上
余
戸
住
宅
＝
三

階
建
の
う
ち
二
階
一
戸
／
２
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
二
万
三
千
四
百
円

〜
三
万
八
千
八
百
円
　
▼
同
住

宅
＝
三
階
建
の
う
ち
三
階
一
戸
／

３
Ｄ
Ｋ
、
家
賃
月
額
二
万
九
千
二

百
円
〜
四
万
八
千
三
百
円
　
▼
米

田
町
住
宅
＝
二
階
建
一
戸
／
２
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
一
万
二
千
円
〜
一

万
九
千
九
百
円
　
▼
余
戸
谷
町
住

宅
＝
三
階
建
の
う
ち
三
階
一
戸
／

２
Ｄ
Ｋ
、
家
賃
月
額
一
万
一
千
七

百
円
〜
一
万
九
千
三
百
円

◎
上
余
戸
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）
に
つ
い

て
は
、
寡
婦
（
寡
夫
）
世
帯
優
先

●
入
居
基
準
の
所
得

一
　
世
帯
の
所
得
が
、
月
額
二
十

万
円
以
下

二
　
高
齢
者
等
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
月
額
二
十
六
万
八
千
円
以
下

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

募
集
期
間：

六
月
十
五
日
（
火
）

〜
二
十
五
日
（
金
）

募
集
住
宅：

▼
鴨
川
町
住
宅
＝
三

階
建
の
う
ち
一
階
一
戸
・
二
階
二

戸
・
三
階
一
戸
／
２
Ｄ
Ｋ
、
家
賃

月
額
五
万
千
三
百
円
〜
六
万
九
千

三
百
円
　
▼
同
住
宅
三
階
建
の
う

ち
一
階
一
戸
・
三
階
一
戸
／
３
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
五
万
九
千
百
円
〜

七
万
七
千
百
円

◎
う
ち
二
戸
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
対
応
型
住
宅

●
入
居
基
準
の
所
得

一
　
世
帯
の
所
得
が
、
月
額
二
十

万
円
以
上
六
十
万
千
円
以
下
（
た

だ
し
、
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
年
齢
が
五
十
歳
未
満
、
所
得
が

十
五
万
円
以
上
で
所
得
の
上
昇
が

見
込
ま
れ
、
市
長
が
認
め
る
人
）

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

倉
吉
市
立
図
書
館
で
は
、「
倉

吉
文
芸
四
十
九
号
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格：

中
部
地
区
に
在
住
、

若
し
く
は
勤
務
・
在
学
し
て
い
る

人●
作
品
規
定

応
募
締
切：

九
月
三
十
日
（
木
）

賞：

各
種
目
の
優
れ
た
作
品
に
、

倉
吉
文
芸
賞
・
奨
励
賞
・
佳
作
賞

を
贈
り
ま
す
。

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉

市
立
図
書
館
「
倉
吉
文
芸
」
係
宛

（
〒
６
８
２
―
０
８
１
６
　
倉
吉

市
駄
経
寺
町
一
八
七
―
一
　
0
４

７
―
１
１
８
３
）

～すやまとしおトーク＆ライブショー
7月1日は「こころの日」です。これを記念し、山陰中央テレビ「週刊ヤッホー」でもおなじみの、すやまとしおさんのコンサー

トが行われます。楽しいトークと胸に響く歌声でこころをリフレッシュしませんか。血圧・体脂肪測定、健康相談なども行います。
入場無料です、ぜひご来場ください。
とき：7月3日（土）午前10時～正午（開場9時30分） ところ：羽合町アロハホール　問い合わせ先：博田

は か た

（00859-29-5351）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
を

募
集

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

You are invited to apply for

city rental housing.

Applications are available on 

Jun.15(Tue)―25(Fri)

Please apply to the 

Architecture Division,

or call for details at.

(Tel:22-8175)

「
倉
吉
文
芸
」
作
品
を
募
集

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
ぜ
ひ

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
程
度

一
人
一
編

（
特
集
）

「
私
の
出
会

っ
た
一
冊
」

四
百
字
詰
原
稿

三
十
枚
程
度

一
人
一
編

創
　
作

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

随
筆
五
枚
以
上
十
枚

程
度

評
論
十
枚
以
上
二
十

枚
程
度

一
人
一
編

随
筆
・
評
論

一
人
五
句
以
内

自
由
律
俳
句

一
人
五
句
以
内

川
　
柳

一
人
五
句
以
内

俳
　
句

一
人
五
首
以
内

短
　
歌

一
人
二
編
以
内

（
一
編
四
十
行
以
内
）

詩

重
度
心
身
障
害
者
特
別
医
療
受
給
資
格
証

母
子
及
び
父
子
家
庭
特
別
医
療
受
給
資
格
証

の
更
新
を

5月20日から、倉吉市教育委員会 学校教育課のホームページを開設しています。

このページでは組織構成や取組み、教育方針に関するコメントや市内の各小中学校

の紹介、また児童生徒数の年ごとの推移などのデータを紹介しています。

倉吉市のホームページ（http://www.city.kurayoshi.tottori.jp/）の

「くらしの情報」－「倉吉市 教育委員会」からご覧いただけます。

※問い合わせ先：教育委員会学校教育課（022-8166）

倉吉市のホームページに教育委員会のページを開設




